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アメワカのカリキュラムマネジメントの研究(1 ) 
ーサーピス・ラーニング(Service時Learning)のネ見点から一
本哲男
A study of Curriculum Management in the USA 
一切句匂Fromthe point of Service-Learning-
Testuo KURAMOTO 
はじめに
本報告は、執筆中である研究論文「アメリカのカリキュラムマネジメントの研究ーサービス・ラーニン
グ (Service-Leaming)の視点から一」の序章にあたる部分を中心に論じていく。
この「アメリカのカリキュラムマネジメントの研究」は、学校経営の中心であるカリキュラムを如何に
開発して経営していくのか、そのカリキュラムの開発・経営がどのよつな学校改善効果を持ち、生徒にど
のような学習効果をもたらすのかを命題に、教育経営学と教育方法学が相互補完的に重なる f融合的jな
領域を研究対象としている。
学校教育のカリキュラム研究領域において、一定のカリキュラム目標の下に開発された内容・方法論
が、カリキュラムの学習主体者である生徒の発達にとって「如何なる教育的効楽を上げるのかj等の教育
方法学的な側面に加えて、これまでの教育課程経営論的なカリキュラム作成者・経営者の視点から、カリ
キュラム条件整備・綴織運営の「カリキュラムを誰が創りどう動かすのかj等との両側面を包含する研究
も必要になる。
これまでの我閣における教育課程経営論では、例えば伊藤・高野の枠組(1)では、教育課程経営を「教育
課程の内容の系列とそれを支える経営系列とを対応させた活動系列として、これを捉えていく必要性があ
ることを関係者に認識させたjと評価できる。また中留は内容・方法的側面と条件整備的側面の精綾化を
意関して、総合的な学習の基軸を「連関性jと「協働性jとして提示した。この意義は、教育方法学と教
育経営学との「融合的Jな領域を包含する理論として提示されたことにあると雷えよう(ヘ
これと同様に、アメリカのカリキュラム開発論 (Curriculum Development)の研究動向も、教師と学習
者(生徒)を中心とする教育方法学的な教授・学習論の分野を中心に焦点を当ててきた。しかし、カリキュ
ラムのシステムオベレーション (Syst巴m Operation)の視点から考察すれば、カリキユラム開発の計画段
階 (Plan)は学校システム内で構築され、その実施段階 (Do) も組織的システムによって展開され、評価
(See) されるのであり、カリキュラムの開発・経営は、学校を合む行政システムに対応することが求め
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られる(目。例えば全米の各学校のカリキュラムは、各ナ1'が定めるアカデミックスタンダード(StateAcad巴mic
Standard) を満たすように開発・経営化されるのである。更に、学校改善論 (SchoolImprovement)の中枢
にカリキュラムの経営論が位寵づけられるとするならば、上記のようなカリキュラムの作成・経営者の視
点と学習主体者の視点が「融合的Jに論じられるときに、より包括的で全体的な学校改善論が構築できる
と考えられよう。
そこで、カリキュラムの条件整備上の教育経営学と、カリキュラム開発上の教育方法学との接点におけ
る研究アプローチから、本カリキュラム研究における「融合的Jな領域とは、 f単なる教科Bの配列とい
う静態的なカ 1)キュラム観を越えて、学校の教育目標に対応する教育内容・方法上の指導活動と、それを
支える条件整備としての経営活動との二系列を統合し、その教育成果を生み出す全体的な教育活動」に関
わる領域として定義する(九
更に、このことは、単なるカリキュラムの内容・方法論の開発だけではなく、それを組織的に経営する
規点がカリキュラムの効果性を高める上で重要であり、教育方法学的領域と教育経営学的領域の双方から
構成される「融合的Jな領域が、必然的な研究対象となる。
以上の課題意識から、本研究ではアメリカのカリキュラムマネジメント論 (Cun-iculumManagement) 
を研究対象とするへそれは、このカリキュラムマネジメント論は、教育方法学の立場からのカリキュラ
ム開発論 (Cun-iculumDevelopment)が対象とする概念範時が拡大し、組織システムの条件整備・運営レ
ベルまで、含むカリキュラム論であることによる。特にアメリカの場合は、我閣のカリキュラムマネジメン
ト論とは異なる態維を示し我国への示唆を得られることから、アメリカにおけるカリキュラムマネジメン
ト論を研究する意義がある。
また、アメリカのカリキュラムマネジメント論の全体性を検討していく上で、その「融合的jな領域に
おいて、後述するサービス・ラーニング (ServiceωLeaming、以下sv酎)を分析視点に設定し、そのカリ
キュラムマネジメントの一断面を明らかにする。換書すれば本研究では、アメリカのカリキュラムマネジ
メント論を SLに焦点をあてて理論的・実証的に考察していく。
つまり、本研究の位置付けは、カリキュラムマネジメントを学校組織の改善過程として把握し、学校運
・条件整備の視点からの経営過程論を念頭に置きながら、 SLを対象とした内容方法からの学習論・カ
リキュラム論を通して、そのカリキュラム開発・経営論と学校改善論との関係性を構築する上で、 f融合
的Jな研究の一環と捉えていく。
よって、本研究のアメリカにおけるカリキュラムマネジメント論は、我留の教育課程経営論を発展する
上での試金石にもなると考えられ、 fカリキュラムの開発・経営論を中核に据えることが、学校システム
の改善過程に如何なる有効性を持つのか、如何なる教育効果を上げるのか。Jという研究課題に対して一
定の示唆を得ょうとするものである。
ここで、本主汗究の「アメリカのカリキュラムマネジメントの研究 ーサーピス・ラーニング (Service-
Leaming)の視点から一」の論文構成を紹介しておく。本研究は、教育内容・方法上の指導系列 (Cun-icu-
lum & Instruction)の教育活動と、その条件整俄の組織経営活動 (Management) とのニ系列において、教
育担標に対応した成果を生成するカリキュラムPDS過程という動態的融念が、カリキュラムマネジメン
トであり、カリキュラムの開発・経営論を中核に据えれば、学校システムの改善過程に有効性を持ち、教
育効果を上げることを論じていく。そのための研究上の方法論にSLを分析視点に設定し、第2章でSL
の目標・内容・方法・評価論を整理し、第3章でSLのカリキュラムマネジメント論のケースを中心に論
じ、第4章で量的に検証する構成となっている。その論旨に沿った論文構成は次貰に示す通りである。
本報告は、本研究の序章部分であることから、その論文構成を示しておく必要がある。
アメリカのカリキュラムマネジメントの五汗究(1)
サービス・ラーニンク'(S巴rvice嶋Learning)の視点から一
(研究の課題設定と方法)
第 1節研究課題の設定(研究の目的と意義)
第2節 研究の方法と佼説の設定(理論的研究と実証的研究)
第3節 分析の視点と全体の構成
第4節 概念規定(カリキュラムマネジメント・サービスラーニング・統合性・協{動性)
第 l章 アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論の構造
第1節 アメリカのカリキュラムマネジメント論の先行研究
(1) カリキユラムデイベロップメント論 (CurriculumDe丸relopment)にみる
カリキュラムマネジメント
(2) 学校改善論 (Schoollmprovement)にみるカリキュラムマネジメント
(3) 学校文化論 (SchoolCulture)にみるカリキュラムマネジメント
(4) S B羽 (SchoolBased Management)からみるカリキユラムマネジメント
第2節 カリキュラムマネジメントの理論的構成
(1) イングリッシュのカリキュラムマネジメントサイクル百合
(2) カリキュラムマネジメントの構成要素論
第3節 学校・コミュニティー改善のためのカリキュラムマネジメント論
(1) カリキュラムリーダーシップ詰命 (CurriculumLeadership)からみる
カリキュラムマネジメント言命
(2) 変革的学校文化論 (TransformativeSchool Culture) 
一学校文化論とマネジメント文化論一
(3) コミュニティー開発 (CommunityDevelopment) とカリキュラム経営主体の検討
ーコミュニティーエージェンシー主イ本のカリキュラムマネジメントー
第4節小結
第2章 サービスラーニングのカリキュラム開発論
第 l節 SLの定義 一概念規定とその内容論一
第2節社会的・制度的文脈からみる SLの発展
サービスラーニング導入の背景一
第3節 SLカリキュラムの教育自標論
一市民教育論と人格教育論の視点から一
第4節 SLカリキュラムデイベロップメントの方法論
(1) アプライドラーニング (AppliedLearning)からみる SLカリキュラム開発の方法論
(2) 統合カリキュラム論 (IntegratedCurriculum)からみる SLカリキュラム開発の方法論
(3) 授業研究的文脈からみる SLカリキュラムの実践論
6 steps S L学習過程論を中心に一
第5節 SLカリキュラムの評価論
ーリフレクション (Reflection)を中心に一
第6節小結
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第3主 サービスラーニングにおけるカリキュラムマネジメントの構成論
ーデイベロプメント (Development) とマネジメント (Management)の側面から
第1節 SLにおけるカリキュラムマネジメントの講成要閤
SLカリキュラムにおける「統合性Jと「協働性J-
第2節 コミュニティー経営主体のSLカリキュラムマネジメント論
一内部的協働性Jと「外部的協働性J-
第3節 SLカリキュラムのPDS過程論
ワシントン州エパグリーンミドルスクールの授業記録分析一
第4節 SLカリキュラムのマネジメントサイクル論と学校改善
su向rth-Westにおける CurriculumLeadership論一
第5節 小結(アメリカのSLカリキュラムマネジメントの理論的総括)
第4章 SLカリキュラムマネジメントの実証的分析
第l節 調査lの目的 … CA・学校の「外部的協働性Jと「内部的協働性J-
第2節調査概要
第3節競査結果および考察
(1) S Lのカリキュラムマネジメントと学校改善
(2) S Lのカリキュラムマネジメントにおける内部・外部的[協働性j
(3) 内外部の「協働性jとSLの有効性
第4節調査2の目的
第5節調査概要
SLカリキュラム開発論の昭子一
第6節調査結果および考察
(1) S Lの教育自標
(2) S Lカリ今ユラム開発の三因子
(3) S Lカリキュラムとリフレクション
第7節小結
終章本研究の成果と今後の課題
(1 )経営的備面からみるカリキュラムマネジメント論
(2) S Lのカリキュラムデイベロップメント5命
(3) S Lのカリキュラムマネジメント論
(4) 今後の課題
主要参考文献
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よって、以上のことを踏まえて、次頁からは、本研究の序章に限定して論の整理を進めていく。
F予章・第1節研究課題の設定(親究の目的と意義)
アメリカにおけるカリキュラムマネジメントを論じる際に、 SLを分析視点に設定し、学校経営論と内
アメリカのカリキュラムマネジメントの長汗究(I)
ーサービス・ラーニング(Service句Learning)の視点から 197 
容方法論の「融合的jな研究領域から、理論的・実証的に考察する主たる目的概要を、後述する三点に整
理した。
その研究の目的概要を論じる前提として、まずはカリキュラムマネジメント論に関する先行研究を以下
のように整理した。
単位学校において組織運営・条件整備と教育内容・方法論との両側面を「融合j的に整理するカリキユ
ラムマネジメント (Curriculum Management)は、第一に、カリキュラム PDS過積から改善・計聞過程
へとフイ…ドパックする会経営過程を一体性・発展性のカリキュラム論として把揮されているの。第二
に、学校内外の諸条件を整備することによって生徒の教育効果を高めるために組織改善をする経営活動と
いう意味で、これを中核に据えることが学校改善誌に一定の有効性を持つと論じられている。
国内研究では中留等が、カリキュラム PDSサイクルで動態的経営をする視点を確立し、条件整備系列
を協働的体制 (CollaborateStructure)・協働文化 (SchoolCulture)の相補関係を「協働性J(Collaboration) 
から、一方では内容方法系列を f連関性J(Relevanc巴)の概念で整理し、それを規定する諸要国と特色を
検討した。それらのこ系列が教育目標を達成する学校改善の促進要因であるとする。
つまり、中曽等に代表される我田のカリキュラムマネジメント論は、従来の週時程における教科目の配
列という静態的なカリキュラムとする見解を越えて、わが校の教育自標達成のための教育内容・方法上の
指導系列 (Curriculum& Instruction)としての教育活動と、それを支える条件整備としての経営活動 (M邸周
agement) とのこ系列において、目標に対応した成果を生み出すトータルな活動という動態的な教育課程
観への転換を図ったコンセプトであると整理できる。しかし、中留等の国内研究では、特定の教育課題・
内容や、学習者への教育的効果、更には学校と地域社会との協働性におけるカリキュラムマネジメント論
の領域までは、十分な整理が行き届いているとは言えず、そこに必然的な限界点を持っていると蓄えよう。
一方、アメリカでも、カリキュラムを開発し経営していくことが学校改善の鍵になるとは論じられるが、
ここでもカリキュラム内容方法論に強点を当てて、条件整備の観点を副次的に含みこんで整理しているに
過ぎず、経営論を中核に据えて特定の教育課題や学習者の教育効来も含んだ内容方法論まで及ぶカリキュ
ラムマネジメント論は、体系的な理論的構築がなされているとはいい難い。
よって、アメリカのカリキュラムマネジメント論の先行研究は、第l章第1節に示したが、以下の構成
で整理した。
(1) カリキュラムデイベロップメント言命 (CurriculumDevelopment)にみるカリキュラムマネジメント
(2) 学校改善論 (Schoollmprovement) にみるカリキュラムマネジメント
(3) 学校文化論 (SchoolCulture)にみるカリキュラムマネジメント
(4) S B M (School Based Management)からみるカリキュラムマネジメント
そこで、以上のような先行研究を賭まえながら、アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論を構築
するにあたって、本研究の第一の目的と意義は、以下の通りである。
教育経営学的なカリキュラム論の視点からみた冊究上の目的は、特定の教育課題・内容や、学習者への
教育的効果の検証、更には学校とコミュニティーとの rthM動性Jを視野に入れたカリキュラムマネジメン
ト論の全体構造的な構築であるヘ
こうした問題意識を明らかにする上で、その目的に対応、する方法論として、まずイング1)ッシュ (Eng帽
lish， F) によるカリキュラムマネジメントのシステム的な構成要素論{引を整理した。次に学校改善・地域社
会改善論の視点まで含むへンダーソン (Henderson，J)の変革的カリキュラムリーダーシップ論 (Transfor・佃
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mative Curriculum Leadership)が重要な示唆を含む(附。市民教育論を中核に据えた教育理念から発展し、
カリキュラム開発を通して学校・コミュニティー改善まで視野に入れたへンダーソンが、 SLはその具体
的実践の方策であると位置づけていることから、 SLをその分析視点に設定する理論的根拠になり得る。
これに関して、第l意の第2節・第3節を次のように構成している。
第2節 カリキュラムマネジメントの理論的構成
(1) イングリッシュのカリキュラムマネジメントサイクルE命
(2) カリキュラムマネジメントの構成要素論
第3節 学校・コミュニティー改善のためのカリキュラムマネジメント論
(1) カリキュラムリーダーシップ首命 (CurriculumLeadership)からみる
カリキュラムマネジメント論
(2) 変革的学校文化論 (TransformativeSchool Cultur巴)
一学校文化論とマネジメント文化論一
(3) コミュニティー開発 (CommunityDevelopment) とカリキユラム経営主体の検討)
ーコミュニティーエージェンシー主f本のカリキュラムマネジメント
よって、その目的に対応する研究上の意義は、「融合的」な研究の位置づけから、生徒の発達に却した
教育内容・方法論と、経営的諸条件を組織化し動態化するマネジメント活動としてのカリキュラムマネジ
メントの理論構造を整理することにある。特に、広義の意味でのカリキュラムマネジメントの理論構造の
全体像を描くことは、米開拓な分野だけに閤難な側関も指摘できょうが、本研究では、 SLを切り口に設
定することでカリキュラムマネジメント論のー断面を整理する。その方法論により、教育内容・方法学的
なカリキュラム研究論と教育経営学的なマネジメント論との「融合的Jな研究を試みることに一定の意義
があると雷えよう。
本研究の第二の目的と意義は、以下の通りである。
本研究の分析視点となり得る SLカリキュラムの開発呂襟・内容・方法、そして評価論を整理すること
も重要であり、これが本研究の第二の目的である。本研究がカリキュラム開発の教育内容方法的視点と教
育経営的視点との「融合的Jな研究の性格を持つ故に、カリキュラムマネジメント論を研究対象としなが
らも、その分析視点としてのSL論を明らかにしておく必要がある。
こうした問題意識を明確にする上での方法論として、まずはSLの定義についていくつかの検討を加え
ている。
我国でも f総合的な学習の時間jをめぐる議論の一つに、教科の基礎基本との「統合性J(Integration) 
の課題があり、その体験的活動と教科内容・スキルを「統合」するカリキュラム開発に関する理論的構築
と実践の検証が必要とされている(ヘこうした教育課題に示唆を得る意味でも、アメリカの統合カリキュ
ラム論 (Int巴gratedCurriculum)の潮流に位置付く SLが注目に値する (12)。
よって、第ニの研究の白的に関わる主たる研究方法論は、「統合性jの視点から、 SLのカリキュラム
開発論の自標・内容・方法・評価論について論考を進めていく。このことは特に、以下の第2章のなかで
5命じている。
アメリカの統合カリキュラムの理論と実践は、例えばピーン (B巴釦e，J)は教科間の関連性を図りカリ
キュラムを統合していくことを提唱している(I九同様に、本研究で中心的に論じる「スーパビジョンとカ
アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(I)
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リキュラム開発協会J(Association for Supervision and Curriculum Development 以下、 ASCD)のドレイク
(Drake， S) も、統合カリキュラム (IntegratedCurriculum)研究動向に位置付けられ、その三形態の概念
的構造を示している(ヘ
第3節 SLカリキュラムの教育目標論
一市民教育論と人格教育論の視点から一
第4節 SLカリキュラムデイベロップメントの方法論
(1) アブライドラーニング (AppliedLearning)からみる SLカリキユラム開発の方法論
(2) 統合カリキュラム論 (IntegratedCurriculum)からみる SLカリキュラム開発の方法論
(3) 授業研究的文脈からみる SLカリキュラムの実践論
-6 steps S L学習過桂論を中心に一
第5節 SLカリキュラムの評錨論
ーリフレクション (Reflection)を中心に一
この統合カリキュラム理論の流れを実践化したSLは、サービス的体験活動をコアに揖え教科内容の基
礎基本との「統合jを留りながら、教科内容・スキルの習得とその学習過程において培う問題解決能力や
意思決定等の学習能力を伸長するものであるけ51。
つまり、本研究の第二の意義は、アメリカで普及したSLを切り口に、 SLにおけるカリキュラムマネ
ジメント論の理論的全体後を踏まえて、理論的・実証的にそのー断面を検証していくことである。アメリ
カのカリキュラムマネジメント論が学校改善論・地域社会改善論に如何なる有効性を持ちえるのかという
研究課題の解明のために、学習者である生徒にとって教育効果を上げる SLカリキュラム開発を論じてい
く。 SLが如何なる目標を持ち、如何なる内容・方法論でそれを達成・評価できるのかを理論的に整理す
ることは、体験的学習と教科内容スキルの統合性を意留したカリキュラム開発論研究の立場から、教育方
法学的にも知見を得られ、その:宮、味でも研究上の意義があると雷えよう。
第三の研究上の目的と意義は、以下のように整理できる。
我国のカリキュラムマネジメント論は、カリキュラムの経営主体を学校に限定した論調が主流である
が、アメリカにおけるカリキュラムマネジメント言命は、特にSLに着目すれば、 NPO(Nonprofit Organiza-
tion)やNGO(Non-Govemmental Organization)などを含むコミュニティーエージェンシー (Community
Agency以下、 CA)がカリキュラムの経営主体になるケースもある (161。つまり、学校を視野に入れた地
域教育経営論的な観点も、アメリカのカリキュラムマネジメント論を構築する上で重要な分析視点にな
る。
よって、このカリキュラムマネジメント論に関する第三の居的は、その分析視点にSLカリキュラムの
ノTー トナーシップ論 (Partnership)を取り上げ、学校とコミュニティ…の協働イとや、その経営主体を研究
対象にすることによって、学校教育経営論と地域教育経営論の接点を探り、アメリカ独自のカリキュラム
マネジメント論を整理することである問。
コミュニティーを主体としたSLは、コミュニティーと学校を結ぶことによって、その学習経験がコミュ
ニティーの必要性に適合し、生徒・青少年は、コミュニテイ}の一員として市民性も学ぶものとなる(へ
とりわけアメリカにおける SLは、連邦政府、州、地方自治体、更にはCAとの協働化(Collaboration) 
によって学校教育・社会教育=の双方の分野で推進されている。社会貢献活動とカリキュラムとを統合する
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8Lでは、 CAと学校とのパートナーシップ論を軸に社会的ニーズに対応するプログラムが開発されてい
る。
翻って我留では、近年、ボランティア教育への注目度が高まり、それは学校教育の立場から総合的学習
の一分野として認識され益々盛んになり始めている。また、周知の通りアメリカでも、ボランテイア活動
は、社会教育の立場からも青少年 (youth)の社会参画の方法論として全米的に取り組まれている。青少
年の社会参画に関する概念と具体的方策において、青少年がコミュニティーに主体的に関わり一市民とし
ての役割を学習していく方法論が、多様なかたちで展開され、 8Lもそのー形態として注目されている(問。
その意味でも第三の目的に関わる方法論として、アメリカで社会的にも既に浸透している 8Lを取り上
げ、特にその新たな教育改革的動向にインパクトを与える CA主体のカリキュラムマネジメント論、とり
わけCAと学校とのパートナーシップ論に関する考察も進めていく。このことは第3章で以下のように論
じている。
第2節 コミュニティー経営主体の 8Lカリキュラムマネジメント論
-I内部的協働性」と「外部的協働性J-
こうした第三の研究上の意義は、アメリカにおける CA主体の 8Lカリキュラムマネジメント論を整理
することで、単位学校レベルの教育課程経営論の発展にとっても一定の示唆を得ることができる。また、
カリキュラムマネジメント論を軸として、カリキュラムの経営過程論と教授・学習過程論の「融合J的領
域を念頭に置き、学校教育経営論と地域教育経営論の接点を探っていく研究領域の発展にも貢献できると
えよう。よって、これらの観点も本研究の意義のーっと考えている。
以上のように本研究には大別すれば3つの目的(研究課題)があり、それに対応するかたちで研究方法
論と所究上の意義を各々論じてきた。他にも第3章の第3節・第4節で以下のように論じ、第5節の小結
でアメリカの 8Lカリキュラムマネジメントの理論的総括をおこなった。
第3節 8LカリキュラムのPD8過程論
ーワシントン州エパグリーンミドルスクールの授業記録分析一
第4節 8Lカリキュラムのマネジメントサイク lレ論と学校改善
-SL NorthωWestにおける CurriculumLeadership論一
つまり、本研究では8Lカリキュラム経営過程において計画 (Plaぉ)・実行 (Do)・評価 (Se巴)、そして
システム改善を含んだ再計画へとフィードパックする全経営過程を、連続性のカリキュラム開発・経営論
と捉え、各々のPD8レベルが、学校改善に如何にインパクトを与えるかを整理していく。すなわち本研
究では、 8Lを分析視点に設定し、教育目標達成のための教育内容・方法上の指導系列としての教育活動
と、それを支える条件整備としての経営活動とのニ系列において、目標に対応、した成条を生み出すトータ
ルな活動という動態的なコンセプトをカリキュラムマネジメントとして対象化していく。
以上のように、本研究のアメリカにおける 8Lカリキュラムマネジメント論の全体橡を理論的・実証的
に整理することを通して、我閣の教育課程経営論の発展に寄与するものと考えられ、「カリキュラムの開
発・経営論を中核に据えることが、学校システムの改義過殺に如何なる有効性を持つのか、知何なる教育
効果を上げるのか。Jという研究課題に対して一定の示唆を得ょうとするものである。
アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(I)
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研究の方法と仮説の設定(理論的研究と実証的研究)
理論的研究の方法論の視点
カリキュラムマネジメントの理論研究では、以下の点を考慮して資料収集をした。
SLのカリキュラムマネジメントにおいて理論的全f材蒔造を明らかにしていく上で、アメリカのケース
を取り上げて量的・質的に実証的研究を進めていく。その分析視点には、学校運営・条件整備の意味での
経営過程論とその内容方法に関する経営過程論に、それぞれ第4節の概念規定で後述する「協働性J(Col-
laboration) r統合性J(Integration) を援用する。
序輩・第2節
???
カリキュラムデイベロップメント百命にみるカリキュラムマネジメント
学校改善論にみるカリキュラムマネジメント
学校文化論にみるカリキュラムマネジメント
SBMにみるカリキュラムマネジメント
カリキュラムシステム詰?とカリキュラムマネジメント
キュラムリーダ…シップ5命とカリキュラムマネジメント
NPO経営主f本のカリキュラムマネジメント
????????
(以上、先行研究総括)
(2) 実証的研究(量的研究)の方法論の視点
実証的研究、特に量的研究においては、そのSLカリキュラムマネジメントの方策等を、単位学校・
校在・学校長・ CA.S L実践者へのアンケート調査により、 SLの全体後を明らかにしようと試みた。
その質問項目は以下の通りである。
SLカリキュラムマネジメントの量的調査分析
SLの学校改善と行政的支援
SLと学校文化
SLとコミュニテイ との協働性
SLカリキュラム開発の日標論と方法論
カリキュラム評備とリフレクション
??????
尚、本研究は、以下に示した論文に加筆修正した部分と、新たに書き加えた部分とで構成されている。
そこで、本研究で、行った「サービス・ラーニングに関する実態調査jの概要は下記の通りである。(却)
調査1: S Lカリキュラムマネジメントの実態調査(経営的側面)
調査2:SLカリキュラム開発の実態調査(内容方法的側面)
調査自的:アメリカにおける SLカリキュラムマネジメントは、 4主主図 1に示すように学校組織とC
A組織の「外部的協働性jと、これを補完する「内部的協働性jによって講成されること
を明らかにする。(調査1) 
SLの授業構成要素を「教科要件・内容JrコミュニティーのニーズJr生徒の主体性・輿
味関心Jの三因子から構成されることを明らかにし、 SL授業とリフレクションとの関係
性や方法論を整理する。(調査2) 
① 
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② 調査時期:2004年 3 月 ~5 月(主として 3 月 29 日 ~31 日)
③ 調査方法:集合調査方法を取った。アメリカのフロリダナトiで2004年3月29日に開催されたサービス・
ラーニングの全国大会 (NationalYouth Leadership Council in Florida)に参加し、同会場の
参加者に対して質問紙を配布した。会場での当日回収に加え、郵送で質問紙面答を後に由
JI又する方法も取った。またポスターセッション会場にて以下のアドレスを紹介し、質問紙
と間内容のオンラインサーベイによる問答も得た(21)。
http://www.haracs.co.jp/questl.html (調査1) 
http://www.haracs.co.jp/quest2.html (調査2)
@ 質問項目 :SLのカリキュラムマネジメントに関して、以下の学校改善・行政的支援は上位3つに部
分的}I買位付けをする質問項目を設定した。また、学校の内部的協働?生・学校と CAとの外
部的協働性では合計14項自の4件法で構成した。(調査 1) 
SLの授業開発に関して、 SLの教育自標は上位3つに部分的j順位付けをする質問項目を
設定した。また、 SL授業開発の要素とリフレクションを含む評価論に関する合計14項目
の4件法で構成した。(調査2) 
⑤調査対象:NYLCに参加した学校長・教締・ SLコーデイネーター・カリキュラムコーディネー
ター .NPO等のコミュニティーエージェンシーである。
(3) 実証的研究(質的研究)の方法論の視点
質的調査に関する実証的研究においては、アメリカを数閤訪問して以下の調査を実施した問。
① SLの代表的団体Leam& Serve America (23)の支部がワシントンナトiにあり、そこでの'情報収集(インタ
ビュー・参与観察)を実施した。 SLの研究校を訪問し、学校長、教師、生徒、地域等を対象にインタ
ビュー・参与観察等を実施し、学校要覧などのカリキュラムマネジメント関係の書類を収集した。
② SL National Youth Lead巴rshipCouncil側の全米大会で、参加・発表し、清報交換や一次資料収集に当たっ
た。
SLカリキュラムマネジメントの質的調査分析
① ワシントン州のケース
(SLNorth同West，Mr.Fletchによる CurriculumLeadership ~命)
(6 steps : S L学習過程論における実践分析)
-学校要覧/指導案検討
・学習者の授業記録分析(ディスコース分析)
-学校長/SLカリキュラムコーディネータへのインタピュー調査
② メリーランド州・シカゴ・ミネソタ州・フロリダナ1'等のケース
③ NPO主体のカリキュラムマネジメント (YouthService Califomia C A) 
以上、第1節の研究課題の設定(研究の目的と意義)と第2節の研究の方法論を総括するかたちで、次
に研究の披説とその全体構造図を整理する。
(4) 研究の全体構造閣と仮説の設定
ここで、以上の研究課題を論じる上での研究の全体構造閣は、次頁の通りである。
アメリカのカリキュラムマネジメントの1iJf究(1)
ーサービス・ラーニング(Service時Learning)の視点から
長勢市民教育論 重量道徳(人格)教育論 @アカデミックスキル・内容の獲得
@諸総カ (comp巴t巴nce)の獲得
-サービス能力 (service) ・問題解決能力 (probl巴m-solving) ・追求能力
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・批判的思考力 (critai叫 thinking) ・意思決定 (decisio距making) ・稜稜的学習意/関心/態度・学ひっ方.1情報処潔能力・自己の生き方
計画 (PLAN)
Leaming 
評価 (SEE)
-生徒のリフレクション (reflection)
f学習活動の振り返りj
・カリキュラム評価
実施 (DO)
.サービス活動
(Service with Community) 
「環境・福祉・多文化・ドラッグ・
政治的イッシュー (SocialIssues)J 
カリキュラム開発・経営上の要素
「内部的1h!d]勤'!iJ
プロフェッショナル文化
(Professional Culture) 
.支援体制
.研修組織とTT
.モラールとコミュニケーション
・リーダーシップ (principalleadership)
.カリキュラムコ…ディネーター
(Cu汀問lumcoordinator) 
-教師協働(革新性・協調性)
学校とコミュニティーエージェンシー
(Community Agencies) との f外部的協働性」
パートナーシップ (Partnership)
教育目標/各教科/領域の統合カリキユラム
.教科横断的統合カリキュラム
(Mu凶1t討i泌凶d必iぬscαIpがi悶 IηyI加n成1誌t巴句gr凶a幻te“dCI日Jf汀riおCl凶11um立m
.学際的統合カリキュラム
(Interdisciplinary Integrated Curriculum) 
.転移学際的統合カリキュラム
(Transdisciplir凶 yIntegrated Cl凶 C坦lum)
諸観念 (ideas)
-学校観・学力観・教材観・指導観
・カリキュラム綾・評価観・生徒観
教育行政
連邦政府・州・学校区からの政策的支援
コミュニティー 'CAへの貢献/改善
N PO団体・父母間体・ビジネス団体・高等教育機関・コミュニティー住民地域行政個体等
サービス・ラ一二ングにおけるカリキュラムマネジメント論の構造
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このSLにおけるカリキュラムマネジメント構造閣は、「カリキュラムの開発・経営論を中核に据える
ことが、学校システムの改善過程に如何なる有効性を持つのか、如偲なる教育効果を上げるのかJを中心
課題に、内容方法的な系列に「統合性jを対応させ、その経営的な条件整備系列を「協働性jの視点から
整理した。このことがSLカリキュラムを創り、動かし、そのカリキュラムを中核に据えることで、学校
改善をしていくことを構造化している。更に、このSLカリキュラムマネジメントが学校改善を成し、そ
の派生効果としてコミュニティー貢献活動(サーピス活動)を通したコミュニティーへの改善効果もある
とする。
SLの授業構成要素は「教科内容・スキルJIコミュニティーのニーズJI生徒の興味関心Jの三国子か
ら構成され、 SL授業とリフレクションとの関係性も重要で、ある。更に、この構造図は、 SLのカリキュ
ラムマネジメント全体をコミュニティーからのサポートによって、基本的な経営基盤が形成されることを
示している。このことは、特にアメリカのSLに特鍛的なことであり、 NPO等のCAがカリキュラムマ
ネジメントの経営主体になる場合もある。これは、学校組織とCA組織のパートナーシップである「外部
的協働性Jと、これを補完する学校組織内の「内部的協働性」によって講成され、この二つの因子の関係
性が学校改善の重要調子となる。
ここで、学校改善とは、全体構造閣のなかでは問題解決性・教育経営の活性化・ポジテイブ学校文化形
成・自主的/岳立的な組織体・開かれた協働性等の項目を挙げているが、究極的に学校組織の存在意義
は、生徒の知的・人格的成長の教育機関であることが最重要項自である。つまり、カリキュラムを開発し
経営するということは、一定の学校教育目標の具現化を生徒の育成を通して評価されるべきものである。
このことは、これまでの教育経営学全般に諜題とされてきた「学習の効果性」が検証されなければ、学校
改善効果は単なる組織性の課題に震き換えられ、組織運営の視点に終始することを示している。これを抜
きにした組織経営論では、インプット・アウトプット論のブラックボックス構造内部のみを説明するに過
ぎず、この視点から本研究における学校改善論とは、アウトプットとしての教育目標論に合致した「求め
る生徒像jが重要で、あるω。その意味で、本研究の全体構造において、 SLカリキュラムマネジメントの
アウトプットとしての教育効果には、 SL教育目標の達成があげられ、その具体的項自は、市民性の育成・
人格教育の充実・アカデミック内容の習得、これに加えて問題解決等の諸能力の伸長とした。
よって、以上のことから、本研究の仮説は以下の通りである。
「教育目標達成のための教育内容・方法上の指導系列 (Curriculum&Jnstruction)としての教育活動と、
それをサポートする条件整備としての組織経営活動 (Manag巴ment)とのこ系列において、その目標に対
応した成果を生成するカリキュラムPDS過程という動態的概念が、カリキュラムマネジメントであり、
カリキュラムの開発・経営論を中核に据えれば、学校システムの改善過程に有効性を持ち、教育効果を上
げることができるであろう。そのための研究上の方法論にSLを分析視点に設定し、 SLの目標・内容・
方法・評価論と、 SLに関わる学校組織経営の諸条件整備を検証していけば、そのことが実証されるであ
ろう。J(紛
序章・第3箭分析の視点と全体の構成
本論文の全体構成は序論についで、 1章から 3主主までは、 SLを切り口にしたアメリカにおけるカリキュ
ラムマネジメントの理論的考察を行う。そして、 4章でその理論的枠組みに誤らし合わせながら実証的に
検証を試みる。
アメリカのカリキュラムマネジメントのE汗究(1)
ーサービス・ラーニング(Service同Learning)の視点から 205 
まず、第l章では、アメリカのカリキュラムマネジメントの先行研究を総括する意味で、以下の4点か
ら整理した
① カリキュラムデベロップメント論 (CurriculumDevelopment)にみるカリキュラムマネジメント論
② 学校改善論にみるカリキュラムマネジメント論
③ 学校文化論にみるカリキュラムマネジメント論
④ SBMにみるカリキュラムマネジメント論
以上の先行研究を踏まえて、カリキュラムマネジメントの一般的概念を整理したのは、イングリッシュ
(F. EngIish) (描)である。彼は、そのカリキユラムマネジメントを単位学校レベルに焦点を当ててもいるが、
としてカリキュラム行政論の立場を取っている。そして、開発方法論と条件整備、さらにはカリキュラ
ム評価論まで体系的に総括した理論を提唱した。よって、イングリッシュのカリキュラムマネジメント論
は、本研究における理論構成の中心軸の一つになり得ると言える。
単位学校において組織運営・条件整備と教育内容・方法論との側面を統合的に整理するカリキュラムマ
ネジメントは、カリキュラム PDS過程から計画段階へとフィードパックする全経営過程を一体性・発展
性のカリキュラム論として把握され、学校内外の諸条件の協働によって生徒の教育効果を高めるために組
織改善をしていく経営活動という意味で、学校改善論に一定の有効性を持っと論じられる。
また、以上のカリキュラムマネジメント論を総括する全体性を持つ理論は、へンダ…ソンのカリキュラ
ムリ…ダ}シップ論である。まずイングリッシュによるカリキュラムマネジメントの構成要素論(却)を整理
した上で、学校改善の視点まで含むへンダ…ソン (J.Hender・son)の変革的カリキュラムリーダーシッブ
論 (TransformativeCurriculum Lead巴1・ship)を中心軸におく(却)。またへンダーソンは、 SLがその具体的実
践の方策であると位寵づけていることから、 SLをその分析視点に設定することができる。
吏に、我留のカリキュラムマネジメント論は、カリキュラムの経営主体を学校に限定した論調が主流で
あるが、アメリカにおけるカリキユラムマネジメント論は、特にSLに藷自すれば、 NP 0 (Nonprofit or時
ganization)やNG 0 (Non-governmentaI organization)などを含むコミュニティーエ…ジ、エンシー (Commlト
nity Agency 以下、 CA)がカリキユラムの経営主f体本になるケ一スも数多く報告される(側3訂初I日)
以上のような研究は、カリキュラムマネジメント論を軸として、カリキュラムの経営過程論と教授・学
習過程論の統合的鎮域を念頭に置き、「融合的jな研究領域の発展に寄与すると考えられ、その意味でア
メリカのカリキュラムマネジメント論を研究対象にすることは一定の意義を持っと言えよう。
第2章では、第l章で論じたカリキュラムマネジメントの全体的概念に対する分析視点であり、つまり
切り口としての対象である SL (Service-Learning)についての論考である。これは、アメリカ製の総合的
な学習と対比されるカリキュラム論・学習誌であり、全米レベルでかなりの広範簡に浸透しつつある教育
的動向でもある。
そこでまずは、 SLの概念規定を行った。 SLの定義の吟味として、幼稚関から高等教育段階まで多様
な実践例が報告されるが、本研究では初等・中等教育段階(1 &-12白grades)を対象に論考を進めていく。
そこで、まずは、 SLカリキュラムにはどのような目的があり、その登場背景にはどのような社会的・政
治的・思想的背景があるのか整理を試みている。
次に、 SLのカリキュラム開発論的考察、特にSLの教育毘標論に検討を加えた。
本節では、 SLの教育自標論を検討するうえで、そのコミュニティ…における市民教育論(Citizenship 
Education) (32)に着目し論考を進めていく。それは、 SLがコミュニティーにおける市民性 (Citizenship)
を向上させることを教育目標に揖え、アカデミック教科学習とコミュニティーにおける他者への貢献的活
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動を統合 (Integrate)することによってカリキュラム開発をすることによるω。ここでは、 SLの教育目
標論を市民教育論の視点から分析し、 SLカリキュラム開発論とその実践の一新商を整理した。
その自標論に関連して、 SLカリキュラム開発の方法的論考察も行った。アメリカでは、統合カリキュ
ラムの歴史的な流れが明確であり、その先行研究を反映した本節で論じる ASCDのドレイク (Drake，S) 
も、統合カリキュラム研究動向に位置付けられ、後述する三形態の概念的構造を示している。ドレイクは、
教科の統合を三段階に示し、特に最終段階の統合カリキュラムでは、中心テーマをコアに据えながら各教
科が自然に学習活動にブレンドされるカリキュラム論を講想、した。そのカリキュラム開発における目標論
を市民教育論において、如何に学習者が民主的で自立的市民として成長することができるのかを重要課題
の一つに掲げている制。
この統合カリキュラム理論の流れを実践化したSLは、サービス的体験活動をコアに据え教科内容の基
礎基本との統合を図りながら、教科内容.スキlルレの習得とその学官過程において培う間題解決能力や意思
決定等の学習能力をイ伸申長するものでで、ある (ω3お紛5日)
吏に、 SLが特にアカデミックスタンダードと統合するカリキュラム開発方法論に着目した。教科-内容
の発展・応、用学習として生きた知識を体験的に学習する方法論であるアプライドラーニング (Applied
Learning以下、 AL)は、開えばワシントン州ではSLと同義語として位置付けられ、学校区レベルで盛
んに耳立り主立んでいるケー スもある。
そのALとしてカリキュラム開発がなされたSLは、各j、1'が定める各教科の教育自標(EssentialAcademic 
Learning Requirement以下、 EALR)に関わるスキル・学習能力を活かしながら発展学習的にテーマを形成
し、そのなかに体験的活動であるサービス活動を統合していくところが特徴的である倒。
QI、上のようなカリキュラムの目標・内容・方法に加えて、 SLカリキュラムのPDS展開上に重要なカ
リキュラム評価の要素を含むリフレクション (Reflection)(刊についても考察した。これは、学習者主体
のカリキュラムマネジメント論のー側面でもあり、カリキュラム開発・経営者である教師サイドからのカ
リキュラム評価論の一端でもある。つまり、このリフレクションを含む評舗論を通して、カリキュラムの
マネジメントが、より自標論に対応して改善されていく重要な要素になり得る。
その意味で、 SLはカリキュラムマネジメント論の分析視点として有効である。そのことは、これまで
のカリキュラムマネジメント論が特定の教育内容・方法論を対象とせず、一般的にカリキュラムを動かす
ことを前提に論じられたことを考慮すれば、内容方法論と条件整備論とを統合する「融合的」な領域の発
展という学術的命題の解明において、極めて有効な論の展開が可能で、ある。
そして、第3主義ではその命題を念頭におき、 SLにおけるカリキュラムマネジメント論を理論的に整理
している。この第3章では、 SLを分析視点に設定したカリキュラムマネジメント論の総括を行うものと
して位置付けている。これまで論じたとおりカリキュラムマネジメント論は、単なる教育内容方法論の立
場に焦点を当てたカリキュラム開発論の概念範轄が拡大し、組織システム運営 (SystemOperation)レベ
ルまで含むカリキュラムの開発・経営論であると捉える。
そこで本章では、その分析視点にSLを取り上げ、カリキュラムマネジメント論の一新麗を理論的・実
証的に整理していくことを日的とする。特に、カリキュラムマネジメントにおいて計商・実行・評価の各々
のPDSマネジメントサイクルが、学校改善 (Schoollmprovement)に如何にインパクトを与えるかを整
理・検証していく問。
つまり、 SLカリキュラムマネジメントにおいて学習過程との整会性を意識しながら、教育目標を達成
するために学習者の発達に即した内容を捉え、それを組織化し目標に対応するカリキュラムマネジメント
アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(1 ) 
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論が、教育内容方法上の指導系列とそれを支える条件整備の経営活動とのこ系列においてトータルなコン
セプトであることの理論的整理と実証を試みるものである倒。
以上のような観点から本章では、これらの要素を典型的に含みこむSLカリキュラムに焦点を当てるこ
とは妥当だと蓄える。 SL経営過程において計画・実行・評価、そしてシステム改善を含んで、再度計調段
階へとフィードパックする全経営過殺を、連続性のカリキュラム開発・経営論と捉え、各々のPDSレベ
ルが学校改善及び教育の質的向上に如何にインパクトを与えるかを理論的に整理していく。
すなわち、 SLカリキュラムの毘標・内容・方法・評価における PDS過程の全体像を整理することを
通して、これまでに論じたカリキュラムマネジメント論が学校改善論に如何なる有効性を持ちえるかを研
究課題として捉え、一定の示唆を得ょうとするものである。
第4章では、第l章から第3章までの理論的研究を解明するための実証的研究に当たる。
ここでは、 SLにおけるカリキュラムマネジメント論の理論的枠組みを検証するうえで、アンケート調
査による量的実証研究を試みた。アメリカにおける SLカリキュラムマネジメントは、学校組織と CA組
織の「外部的協働性」と、これを補完する「内部的協働性」によって構成されることを明らかにした(調
査 1)。また、 SLの授業構成要素を「教科要件・内容Jrコミュニティ…のニーズJr生徒の主体性・興
味関心」の三因子から構成されることを明らかにし、 SL授業とリフレクションとの関係性や方法論を整
理した。(調査2)
これは、第3主5節で構造化したSLにおけるカリキュラムマネジメント論をその構成要因別に検討を
加えるものである。第4章の量的実証研究結では、その項目は、 SLの学校改善と行政的支援 'SLと
校文化 .SLとコミュニティーとの協働性・ SLカリキュラム開発の自標論と方法論・カリキュラム評髄
とリフレクション等である。
一方、その量的研究を補完する意味で質的な実証研究もおこなった。その質的研究においては、典型的
と考えられるフィールドワークを含めた事例研究を吟味している。ただし、これは第4主主に組み込んだも
のではなく、第l章から第3章の各章ごとに必要に応じて典型開として論じられている。
最後に終主主では、研究の総括を以下の構成で、行った。
(1) 経営的側面からみるカリキュラムマネジメント論
(2) S Lのカリキュラムデイベロップメント論
(3) S Lのカリキュラムマネジメント論
(4) 今後の課題
本研究の独自性は、カリキュラムマネジメントを対象に分析していく中で条件整備的側面と内容方法的
側面とを「融合的jに統合した領域を開発しようと試みたことにある。特に、その具体的研究手法として、
アメリカにおけるカリキュラムマネジメントの全体的概念を、 SLを分析視点に設定して、そのー断面を
明らかにしたことにある。
本研究の仮説は、「教育自標達成のための教育内容・方法上の指導系列としての教育活動と、それを支
える条件整備としての経営活動とのニ系列において目標に対応、した動態的なコンセプトが、カリキュラム
マネジメントであり、カリキュラムの開発・経営論を中核に据えれば、学校システムの改善過程に有効性
を持ち、教育効果を上げることができるであろう。そのための研究上の方法論にSLを分析視点に設定し、
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SLの自標・内容・方法・評儲論と、 SLに関わる学校組織経営の諸条件整備を検証していけば、そのこ
とが実証されるであろう。Jであった。
この仮説を理論的・実証的に検証を進めていくなかで、本研究のSLのカリキュラムマネジメントで
は、内容方法的な側面に「統合性j、経営的側面に「協働性Jを対!之、させていった。このことがSLカリ
キュラムを創り、動かし、カリキュラムを中核に据えることで学校改善をしていくことを理論的に構造化
している。
また、 SLカリキュラム開発は「教科要件・内容J1コミュニティーのニーズJ1生徒の主体性・興味関
心」の三国子から構成され、 SL授業とリフレクションとの関係性も重要で、あった。更に、これは、 SL
のカリキュラムマネジメント全体をコミュニティーからのサポートによって、基本的基盤が形成されるこ
とを示している。このことは、特にアメリカのSLに特般的なことであり、 NPO等のCAがカリキュラ
ムマネジメントの経営主体になる場合もあることを示しており、学校組織とCA組織の「外部的協働性J
を補完する「内部的協働性Jによって講成され、学校改善の重要因子となった。
以上のように、アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論を SLの視点から検討し、そのー断面を
整理したことは、中留らが論じた我屈のカリキュラムマネジメント論との相違点を浮き彫りにするよで、
本研究なりの独自性を示すことを意留するものであった。
序章・第4節 概念規定ーカリキュラムマネジメントと SL .統合性・協働性
ここでは、以下、本論において展開していくカリキュラムマネジメントと SLの概念規定を、若干明ら
かにしておく。
第一に、本研究の中心概念であるカリキュラムマネジメントは、国内研究の中留によれば、「教育の目
内容の活動系列とそれを支える条件整備活動系列との間に対応関係性をもたせながらも、それをP-
D-S (構成・計画…実施一評価)というマネジメントサイクルにのせて、カリキュラムを動態化させて
いく経営的思惟である。Jとしている制。
これはつまり、学校組織が、教育自標達成のために児童生徒の発達を考慮しながら、教育内容を諸条件
との関係性においてとらえ直して組織化し、動態化することによって教育呂標に応、じた効果を生み出す経
営活動であることを意味する。
吏に中曹は、「学校が教育自標達成のために、見童・生徒の発達に即した教育内容を諸条件との関わり
においてとらえ直して、これを組織化し、動態化することによって白標に応じた一定の効果を生み出す直
接的教育を支えるマネジメント活動Jと再整理して、結論的にカリキュラムマネジメントを以下のように
定義している。
f教育課程に関して、従来の遇時程における教科目の配列という静態的なカリキュラムとする見解を越
えて、わが校の教育自標達成のための教育内容・方法上の指導系列 (curriculum& instruction) としての教
育活動と、それを支える条件整備としての経営活動 (management) との二系列において、目標に対応し
た成果を生み出すトータルな活動という動態的な教育課程観への転換をはかったコンセプトがある。J(40) 
中留は内容・方法的側面と条件整備的側面の精綾化を意閣して、総合的な学習の基軸を17車問性Jと「協
働性Jとして提示した。この意義は、教育方法学と教育経営学との「融合的jな領域を包含する理論とし
て提示されたことにある。以上のことから、カリキュラムマネジメント論は「内容系列J1条件系列Jの
二つの側面からアプローチが必要で、あることが理解できる。
翻ってアメリカの場合も問様に、カリキュラム研究の動向は、授業開発とその学習効果に焦点化され、
アメリカのカリキュラムマネジメントの1iJf究(1)
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指導者と学習者の領域に限定される傾向が強かった。しかし、実際のカリキュラム経営では、誰がカリキュ
ラムを創造し、どのような組織力によって動かされていくのか、またその評価の方法等の視点を落とすこ
とはできないはずである。
カリキュラムマネジメントの概念規定については第 1章で改めて解説するが、カリキュラムマネジメン
ト論の評価論まで含んだ視点から、カリキユラムマネジメントオ…デイト (CurriculumManagement Audit、
以下C羽A)は、イング1)ッシュに拠れば、以下のように定義できる。
rCMAはその評価方法をパターン化して確立し、まずは学校システム内部的要因を評価する。その評
価とは、当該学校が、教育目標に対する妥当性のあるカリキュラムを開発し、その実施において有効な教
育方法がとられているかどうか、またその組織運営は健全なものであるかどうか等を評髄していく。更に
学校システムの外部的要閤と関わって、教育的1)ソースとの協働・活用は適当で、あるのか等をカリキュラ
ムの視点からチェックするシステムにおける内外的な評価論である。この評髄のフィードパックにより、
学校組織システムを改善し教育効果の質的向上に寄与していく手がかりとする。j川
また、へンダーソンによるカリキュラムリーダーシップは以下の要素が挙げられ、これらもカリキュラ
ムマネジメント論を構築する諸要因として把握することができるω
争プログレッシブ学習/思想性 (ProgressiveLeaming) 
@授業技術論 (Teachingartistry) 
窃プログラムデザイン (ProgramD巴sign)
命授業計画 (InstructionalPlanning) 
@組織開発論 (OrganizationDevelopment) 
畿効果的評髄論 (AuthenticEvaluation) 
命学校コミュニティーの関係論 (School-Communityrelations) 
窃リーダーシップ開発論 (ζ巴adershipDevelopment) 
また、スキルベック (Skilbeck，M)による単位学校をベ…スにして独自にカリキュラム開発論 (School
Based Curriculum Development)することも、学校組織が主体的にカリキュラムを創造して組織的に経営し
ていく点が、カリキュラムマネジメントの一環として捉えることができる(制。
よって本研究ではアメリカのカリキュラムマネジメントを「単なる実践計画としての静態的カリキュラ
ム観を越えて、単位学校やそれに協働するコミュニティー団体等の教育目標を達成するために、教育内容・
方法上の指導系列 (Cuniculum& Instruction) としての教育活動と、それをサポートする条件整備として
の組織経営活動 (Management) との二系列において、その日諜に対応した成果を生成するカリキュラム
PDS過程という包括的な動態的概念jと定義し、カリキュラムの開発・経営論を意味する。
以上のようなカリキュラムマネジメントの定義を基本製に据えて、本研究を展開する。
次に、 SLの定義については、以下のようである。
基本的に、 SLカリキュラム論の根底には、コミュニティーに位置付く個人の立場から、社会的構成員
の一人して生徒が主体的に人格を形成する方法としての学習論があり、そのカリキュラムを動態的に学校
システムの中で経営していくマネジメントの発想、がある。その視点から代表的な SLの定義として、 SL
の扱念を実践化する団体である ASLERのウェイドは、以下のように整理している。 rサービス・ラーニ
ングは、生徒たちが主体的に参加するサービス経験を統合化し、その学習経験を発展させていく教育方法
である。その経験はコミュニティーの必要性に適合するものであり、学校とコミュニティーを関連させ、
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生徒たちの体験をアカデミック教科カリキュラムのなかに統合化していくものでもある。 SLは、生徒た
ちが学校での学習経験を活用しながらコミュニティーに貢献するサーピス体験を通して、主体的な学習経
験をすることであり、コミュニティーの一員としての自覚と責託も学ぶものである。J(叫
以上のように、ここではカリキュラムマネジメントと SLについて、特にその定義に関わって若干の考
察を加えておいた。詳細については第 1章・第2章で論じていく。
また、それぞれの章で分析視点となる f協{動性J(Collaboration)・「統合性J(Integration)の定義につい
ては以下の通りである。
まず、本研究における f統合性」については、教科間の関連性を閣りカリキュラムを結び付けていくこ
とである。その意味でビーン (Beane，J)は、「教科カリキュラムは系統性を過剰に重視する{頃向があるの
で、カリキュラムのなかに偲人と社会の統合点を保障する中心テーマを形成することjとしている (4九ジャ
コブ (H.Jacobs)は、「教科の特質を残しているカリキュラム (ParallelDisciplines)・教科関をつなぐカリ
キュラム (multipledisciplines) ・完全なる融合形態カリキュラム(Interdisciplinary/Integrationl Complet巴Pro司
gram) Jを提唱し (4ヘドレイク(恒Dra汰ke久， S剖)は、最終段F借皆の統合カリキユラムでで、は、中心心、テ…マをコアに据
えながら各教科が自然に学習活動にフブやレンドされるカリキユラム論を構想想、した(印陥附4訂判7の)
以上のことからカリキユラムにおける「統合f性生Jとは「教科科，学習も、真の意味で学習者の輿味関心をj活舌
かし学習内容を展開していくのであれlばま、必然的に教科枠内の学習では収まりがつかず、その枠を乗り越
え全ての学習活動が自然に融合しブレンドしていくことである。そこでは学習内容が相互に重なり合いな
がら、次第に中心テーマに融合していくプロセスをとる。jものとする。
次に、本研究における引制動性Jとは、学校組織内部の「内部的協働性jと、学校外部との「外部的協
働性jがある(謝。「内部的協働性Jとは、学校文化との関連で把握できるものであり、教職員相互の主流
な舗龍観や行動規範、学校長のリーダーシップ、学校組織内の職員研修のあり方等を包括的に捉えた概念
である。 「外部的協働性jは、 SLカリキュラムマネジメントの最大の特徴である CA組織に経営
主体がある場合もあり、単にコミュニティー資源の活用レベルではなく、真のパ一トナ一シツプ(伊P訂m巴ぽr伺
s必hi中p) を提J携尭したi状伏犬態を指す(側'!柑制i悶削9引)
具イ体本的には、「内部的協働性jとは「他の教科担任教師や学級担任教師開で、学校の課題について意見
交換をしたり、教材を共有したりする機会が増えた。JI保守的な雰囲気からものごとに挑戦して新しいも
のを作りだそうという犠極的な雰閤気が出てきた。JI教師の勤務意欲が向上した。JI各教師の能力を適材
適所で活かそうとする雰囲気が出てきた。j等が挙げられる。一方、 f外部的協{動性Jとは「父母:やコミュ
ニティーメンパーと協力して、より支援しあう建設的な関係が構築できた。j等のことである(問。
以上の点を総括して「協働l生Jとは「単位学校の構成員に潜在する意識にかかわる事柄であり、主流と
なる価値観や患考パターンという知覚・認識的枠組を学校文化とすれば、学校内部ではその学校文化に規
定されながらも、向僚性・革新性・向上性等を含んだ協力関係である。これは単なる人間関係論に終始せ
ず、組織構成員の中心的な価値観・思考性・行動様式を含む概念である。また、学校総織と学校外組織と
の協働性とは、コミュニティーメンバー・父母等とのパートナーシップを提携することによる協力関係で
ある。ここでは、単に学校組織側だけがその利潤を得るのではなく、学校外組織に対しでも一定の貢献が
できる相互関係である。jと定義しておく。
よって以上のように、以下の本論では、これまで論じてきた序章の問題意識を明らかにする上で、 SL
を分析視点にアメリカにおけるカリキュラムマネジメント論の一断面を整理することを自的意識とする。
これは、我閣でも整理されつつあるカリキュラムマネジメント論研究において、内容方法論と経営論とを
つなぐ「融合的」な領域を発展させる上で、本研究はその学問的意義に貢献し、一定の示唆を得るための
アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(I)
サ}ピス・ラーニング(Service-Learning)の干見点から
研究の一環であると位置づけている。
〉ま
(1) 高野径一編時文脊課程経営の理論と実際j教育開発研究所 1988年。
(2) 中留武昭 f総合的な学習の時間 カリキュラムマネジメントの創造j 日本教育綜合研究所 2001年
(3) English， F.W. Deciding What to T，巴achand Test， Corwin Press， Inc. 2000. pp22-62. 
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(4) 閣内外のカリキュラム研究のアプローチは、授業の内容・方法論に限定される傾向があり、カリキュラムを如何に総織
的に運営するか等の条件づくりの経営活動において、その体系的研究は必ずしも十分で、なかったと設える。この課題に
取り綴んできたのが我閣の教育課程経営言語であり、カリキュラム内容方法論と経営論の「融合的」な領域を対象とした
先行研究には、以下のような研究が祭げられる。
-安彦忠o:rカリキユラム開発で進める学校改革j明治図書、 20030
・小泉祥 r戦後わが閣における教育課程管理論についての一考察Jr九州教育学会研究紀姿j第4巻、 1976、pp129-1360
・小泉符一「学校における教育課程編成の経営組織吟味の視点Jr九州教育学会研究紀委j第6巻、 1978、pp193-200。
・小泉祥一「教育課程経営論j議sE9 r教育経営研究の軌跡、と展望jぎょうせい1986、第4章第4節。
-中留武HB 戦後~;校経営の軌跡、と課題j ぎょうせい19840
'4'留武沼 f教育諜程経営の実態と課題Jr学校経営の改革戦闘昔 日米の比較経営文化論jヨi':)1大学出版部 1999王手。
-中留武Brスクールリーダーのための学校改善ストラテジ-j東洋館出版、 1993年。
• rfJ留武Br学校改義の過殺とリーダーシップj児島邦宏編 fシリーズ学校改替とスクールリーダー 学校改善に意欲的な
学校j東洋館出版社、 1996、第Ni言。
・中留武昭'EE!村知子 fカリキュラムマネジメン!、が学校を変えるj学事出版、 20040
・中野和光「教育制度・教育諜校経営と教授学習過程とを統合的に把援するための一つの試みーチュウネン叩iJl1L図jの方
法を手がかりとして-J諮問教育大学紀委、第30号、 pp53-61、19800
-中野一光f教師のカ長形成とカリキュラム・ 1)ーダーシップ研究j日本カリキュラム学会151l芸大会 課題研究 1 カリキュ
ラム経営と数締の力量形成 2004年。
・高野桂学校経営現代化の方法j明治関:苦言、 19700
-恒三吉宏典「教育方法研究の文化と総合」日本教育方法学会総『教育方法24・戦後教育方法研究を伺い複す一日本教育方法
学会30年の成果と課題-j1995 
・佐藤学『教育方法学j岩波1996I r教育方法学の概姿J
-柴田義松「教科内容・教材研究の復興を期すJ日本教育方法学会編『教育方法24・戦後数脊方法研究を向い夜す一日本数
育方法学会30年の成果と課題-J1995 
-天聖子正輝「総合的学習のカリキュラム創造にむけた課題J臼本教育方法学会編『教育方法29・総合的学習と教科の法礎基
本J2000。
尚、アメリカのカリキユラムマネジメント論も、学習者・授業者の視点から成る教脊方法学的領域に、条件室主f結論を
含ませるだけで、双方の「融合的jな領域を明確に意識したカリキュラム研究はほとんどえられなかった。我留では教
育課税経営論が発達してきたが、一方、アメリカの場合はカリキュラム開発論 (Curriculum Development)が研究的議
穣を持つものの、双方の領域に関わる形態の理論的発逮は未熟で、あり、その窓味でも本研究はその残余部分に焦点をあ
てることで研究上の意義を持つことができる。よって、アメリカのカリキュラム研究の場合も、この双方の領域を研究
対象にすることを教育経営学と教育方法学の領域に及ぶ「徹会的」な研究と位霞づける。
(5) アメリカのカリキュラムマネジメント概念は以下の研究等に見られるが、その理論的体系化に関してはアメリカでは未
発達な概念である。詳細なアメリカのカリキュラムマネジメント論に関する先行研究は、費~ 1章第1節で4つの視点か
ら皇室怒している。
English， F.W. The Curriculum Management Audit: Improving School Quality， 
The Scarecrow Press， Inc. 2000. 
English， F.W. & Larson R. Curriculum Management for Educationa1 and Socia1 S巴rvice
Organization， Charles C.Thomas Publisher， 1996 
中留武紹『学校経営の改革戦閉会一日米の比較経営文化言剣玉)1大学出版部1999、plOOo
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よって、日米比較を視野に入れた中留の定義を援用して、本研究ではアメリカのカリキユラムマネジメントを「単な
る実践計額としてのカリキュラムを越えて、単位学校やそれに協働するコミュニティー間体等の教育目標を達成するた
めに、教育内容・方法上の指導系列 (Curriculum& Instruction) としての教育活動と、それを支援する条件整備として
の経営活動 (Management) との二系列において、教育目標に対応した成果を生成するトータルな活動Jと定義し、カ
リキュラムの開発・経営論を意味する。
我国でのカリキュラムマネジメントの論調は、単位学校をカリキュラム経営主体と限定しており、アメリカの場合は
コミュニティーNPO等との関係性で異なる態様を示す。その意味でアメリカにおけるカリキュラムマネジメント論の
研究意義がある。
尚、我留のNPO主体の SLカリキュラムマネジメント事例は、極めて希少であるが静岡県浜松市の浜松NPOネッ
トワークセンター・エヌポケット http://www.n-pocket.jp/modeIJSL/(代表山口祐子)が典毅的である。 2004年2月26日に
訪問しインタビュー実施をしている。
(6) fs Ll土、生徒たちが主体的に参加するサービス経験を統合化し、その学習経験を発展させていく教育方法である。そ
の経験はコミュニティーの必要性に適合するものであり、学校とコミュニティーを関連させ、生徒たちの体験を学的カ
リキユラムのなかに統合化していくものでもある。 SLは、生徒たちが学校での学習経験を活用しながらコミュニティー
に貢献するサーピス体験を通して、主体的な学習経験をすることであり、コミュニティーの一員としての自覚と資任も
学ぶものである。j
Wad巴，R.“CommunityService-Learning， A Guide to Include Service in the Public School Cu汀iculum，"State University of New 
York Press， 1997， pp19四22
他にも SLの定義には以下の通りである o http://www.leamandserve.org/ . http://www.serviceleaming.org/・http://www.
pointsoflight.org/ . http://www.nylc.org/ 
国内の SL研究も徐々に注目を浴びてきたが、例えば以下のようなものがある。
中留武昭・倉本哲男「学校と地域を結ぶカリキュラム開発の~:1Tたな展関一米国のサービス・ラーニングに焦点をあてて
…J r九州大学大学i院人間環境学研究院 大学院教育学研究紀要j第悶号2001年、 pp1 -30. 
河村千恵子「アメリカのミドルスクールにおけるサービス・ラーニングに関する一考察J、『カリキュラム研究j第12号、
日本カリキュラム学会、 2003年、 pp.97-112.
(7) 特に、 SLカリキュラム論における学校改設とは、生徒のコミュニティーサービスに対する変容・市民伎の獲得として
捉えられる。ここでは、その中核をなす社会科カリキュラムの例を挙げておく。
Nunan， D. Language Teaching Methodlogy A Textbook for Teachers‘ 
Prentice Hall Europe 1995 pp13-14 
Newman， F.M， Evans， R， W. Definnig Issues Centerd Education. 
NCSS BULLETIN 93 Handbook on Teachig Social Issues 
Edited by Evans， R.w.， Saxe， D.W. An NCSS Publications. 1996. 
Massialas， B. G. Criteria for Issues Centerd Content Selection. 
James， B.A. & Clegg， A. A. Teachig Strategi巴sfor the Social Studies: 
Inquiry， Valuing and Decision-Making. Addison-Wesley， 1973. 
Allen， R.F. The Engle‘Ochoa Decision Making Model for Citizenship 
Education. NCSS BULLETIN 93 Handbook on Teachig Social Issues. 
Edited by Evans， R川r.，Saxe， D.W. An NCSS Publications. 1996 
Shaver， J.P. NCSS and Citizenship Education: NCSS in R巴trospect，
NCSS Publications， 1996 
Shaver， J.P. Rational for Issues-Cent巴rdSosial Studies Education 
THE SOSIAL STUDIES MAY/JUN 1992. 
(8) 前掲惑の中wl武Br総合的な学習の時間 カリキュラムマネジメントの創造jでは、総合的学習を分析視点にカリキュ
ラムマネジメント論を構築している。しかし、この文献はカリキュラムマネジメント論の教育経営学的視点を「協働性j
から、教育方法学的被点、を「連関性Jから分析しているものの、概論的傾向が強く理論的精綴化に課題があった。その
意味でその課題解消に向けて発展していくものが、本研究であると佼霞づけている。
(9) Hinojosa， E.M. Superintndents' perceptions ofCurriculum 
Management Audits， The Dissertation for the EDD， The University of Texas at Austin， 2001. 
アメリカのカリキュラムマネジメントの石iJf究(I)
ーサービス・ラーニング(Service-L巴訂ning)の視点からー
(10) Henderson J. Transformative Cuniculum Leadership， Menill Prentice HalL 2000 
叫 尽本教育方法学会編『総合的学習と教科の基礎基本j図書:文化、 2000年。
(12) Eyler， J.and Giles， Jr， D. E.“Where's the Learning in Service司Learning，"Jossey・.BassPublishers， 1999， pp.57-8L 
(13) Beane， J.A. "A Middle School Curriculum from Rhetoric to Reality，" National Middle School Association， 1990. 
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(14) Drake， S.M. "Planning Integrated Curriculum the Call to Adventure，" Association for Supervision and Curriculum D巴velopment，
1993， pp.33-5 L 
(15) 教科内容との関連性については以下の文献に詳しい。
Kinsley， c.w. and McPherson， K.“Enrichi註gthe Curriculum Through Service Learning，" Association for Sup邑rvisionand C目的cu-
lum Development， 1995 
(16) ポインツオブライト財間 (Pointsof Light Foundation)によれば、コミュニティーエージ‘ェンシーとは次のようである。
iNPO組織の成人ボ、ランテイア・組織の幹部-委員会メンバー・組織スタップ・ビジネスリーダー・市民クラブリー
ダー(ライオンズクラブなど)・コミュニティー住民・選出役人(地域・ナ1'，全米レベル).財団スタッフ・委員会メン
バー・政府社会サービス代表者-背少年サービス機関のリーダー・報道関係者・父母・地域リーダー・教育委員会関係
者・学校スタッフ(小学校・中学校・高校)・学校/学校区行政官・教師(小学校-ミドル・高校)・ボ、ランテイアセン
タ一等」が、その定義としている。
Points of Light Foundation， A Practical Guid巴forDeveloping Agency/School 
Partnerships for Service-Learning Points of Light Foundation， 2000. pp.40-41. 
本研究では、主としてSUこ関与する NPOG!i体や地域行政団体・父母間体等とする。
(17) Points of Light Foundation， p.l8. 
(18) Kraft， N. Establishing Professional Cultures To Support Service即L巴arningpp，5シ66，
:Shelley H. Billing Editor， Building SUppOlt for Service-Learning， R恥1CResearch Corporation， 1998 
(l訪 Poinlsof Light Foundation， p47 
脚 質FJ項目は、経営的側面Iと内容方法的側面から成り立ち、例えば以下のようなものがある。
School Environment of Schools doing service-Iearning/ 
From administrative point of view 
Educational Aims， Community Needs， Student Voice， Teacher's Rol巴，
SL Curriculum Development書宇治宝ある。
位1) 本大会で筆者自身の SL笑践 (Service也Learningin Japan， Environmental Recovery from the Minamata Disease) を国際SL
4jJ.例分科会で発表し、以下に示す評価を受けた。
この評価去は、参加者による評価を NYLCによって集計されたもの (Workshop払'aluationSummary)である。これに
よって、 SLが我閣のカリキュラム研究にとって有意義な示唆を含むものであることがわかる。
凶報告者が二度訪問したワシントンナト1.パンクーパーには、全米でも著名な [Corporationfor National Service]の支部が
ある。 SL研究担当者のウォーノック (Womock，N. A.) とフレッチ (Fletch，L.)にインタビューを実施し、以下のS
L実践記録を6ステッブに対応させながら、ウォーノックが分析したデータ録音記録をした。
Margaret Heras， The Homeless an Issue-Based Interdisciplinary Unit in an Eighth-Grade Class. 
(一度目は2000年8J" 12日/90分程度。二度目は2∞l年8月20日/90分程度。)
また、三度尽の訪米では2002:fJ三 8 月 7 日 ~8 月初日に数校を調査訪問した。その選定は、ワシントン州立大学(じlllver­
sity ofWashington)助教授 KathyKimballの推薦による。選定理由は、教科内容と体験的活動を統合するカリキュラム S
Lを学校区レベル(ヱドモンド学校!玄)で開発し、市民性育成の SL笑銭を典型的に農協したことによる。限度目は2004
年8月14臼、 NYLCのフロリダ大会の発表のための予備会議に出席した。 (WA/パンクーパー)。
伝説 この1980年代後半にはワシントン、ミネソ夕、メリーランド、ペンシルパニアなどの各州がS'Lに取り組み始めた。
かくして1990年、 E・ケネデイー上院議長と G.ブッシュ大統領による主主の根の努力で、会米レベルでのコミュニティー
サービス法 (Nationaland Community Service Act of 1990)が制定され、コミュニティーサービスを実施する学校に基金
の補助が行われるようになった。
次いで、 1993年にはクリントン大統領がサービス大綱を拡大して (Nationaland Community Service Trust Act of 1993)、
各州がナ1'教育局を通してコミュニティーサ…ピス・ラーニングを実施の|奈に基金の提供を受けることができるものとし
マ，~。
その連邦レベルでの母体が、 Corporationfor National and Community Service (全米コミュニティーサービス共同体、以
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下CNCSと目的で、このもとに創刊につながる支援機関として、 Learnand Serve America (アメリカ学習サービス網支
部)がある。 L&SAのサービス・ラーニング活動は1996-97年の財政年度における全州にわたる参加者数が100万人(生
f定一人当たり35.8ドjレ)、そしてこれに関わる基金が3500万ドルにのぼっている全米を対象とした大きな活動なのであ
る。
中穏武昭・倉本音男 f学校と地域を結ぶカリキュラム開発の新たな展開
一米問のサービス・ラーニングに焦点をあててー」
f九州大学大学i渓人間環境学研究段 大学院教育さ子二研究紀要j第凶号2001年.、 pp1 -35. 
包4) http://www.nylc目org/
白司 National youth Leadership council. Route to reforrn: service-L巴arningand school improvement，ゆ96.
SLによる学校改苦手 (Schoolimprovement)では、生徒のi1i民性の育成をアウトプットとして把握しているが、我溺
での「学校改議」の定義は、「学校改替とは個々の学校が一定の教育効果を高めていくために、学校外の支援を得なが
ら、なお[Iil有の自立的な社会組織として、学校内外の諸条件を関かれた協儲Jによって改慈していく経営活動である。j
日本教育経営学会編 f学校改警の総合的研究iぎょうせい1990年。
岡本仮説は、白米比較のカリキュラムマネジメント論を概括したや留の定義を援用し、本研究によってこれを精級化する
ことを;玄~llItしている。
中留武sB 学校経営の改革戦時会一日米の比較経営文化論j。
開講末に示す先行研究の参考文献を参照。 4つの観点から毅湿した。
官時 English， F.W. & Larson， R.L. Curriculum Managem巴ntfor Educational and Social Service Organization， Charles C.Thomas Pub-
lisher， 1996目
English， F.W. The Curriculum Management Audit: Improving School Quality， The Scarecrow Press， Inc. 2000. 
包9) English， F.W. Curriculum Management for Schools /Coll巴ges/ Business， Charles C.Thomas Publisher， 1987， p31 
(30) Henderson J. Transforrnative Curriculum Leadership， pp4-19. 
(31) http://www.learnandserve.org/・http://www.servicelearning.org/. http://www.pointsoflight.org/・http://www.nylc.org/
アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(I)
ーサービス・ラーニング(Service-Leaming)の視点カミら
これらの図体は、 SLを核に据えた教育的NPOである。
C32) Ki巴Ismeier，J. The nation not risking: Service-Learning in educational reform. 
Growing hope: a so註rcebook on integrating youth service into the curriculum 
St.P昌ul:National Youth Le且dershipCouncil， 1， 1989. 
Barber， B. Strong Democracy. Berkeley: University of California Press， 1984. 
Taylor， C. Sources of the self: The making of the modern identity. Cambridge， MA: 
Harvard University Press， 1989 
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仰:) Kinsley， C. W. & McPherson， K.“Enriching the Curriculum through Service Le昌rning;'Association for Supervision and Curriculum 
Development， 1995 
(34) Drake， S‘M.“Developing an Int巴gratedCurriculum Using the Story Model，" Toronto: OISE Press， 1992. 
倒 Kinsley， C. W. and McPherson.， K.“Enriching the Curriculum through Service Leお百ing，"Association for Supervision and Curricu-
lum Development， 1995， p146. 
加i) Finch.， P.D“servic怠皿Learningat Granite Falls High School，" National Leader School for servic右目Learning，1999. 
倒倉本哲男「アメリカのカリキュラムマネジメントに関する研究 F.Englishのマネジメントサイクル論を中心に-J
1日本教育経営学会研究紀委第45号J2003年ー 63ω77頁。
。訪 中留武昭「学校と地域とを結ぶ総合的な学習ーカリキュラムマネジメントのストラテジーJ教育開発研究所2002年。
中留武B(2003 a) r Interdisciplinary Curriculum (学際的カリキュラム)の開発を促進する絞営的条件の考察J九州大学
大学院教育学研究紀姿五号 2003年。
中留武Brカリキュラムマネジメントのデザインを創る 総合的な学習のカリキュラム開発に焦点をあてて j中潔武
昭・論文編集委員会編 r21世紀の学校改善』第E部第 5童話 2003年。
陣 中留武百日 f戦後学校経営の軌跡と課題jぎょうせい19840
同 中留武百召『学校経営の改率iilH裕一日米の比較経営文化論j玉JI大学出版部1999、plOO。
似) F. W. The Curriculum Management Audit， p66. 
住2) Henderson J & Kesson K. Understanding Democratic Curriculum Leadership， Teachers college Press， 1999. 
アメリカのカリキュラムマネジメント概念は以下の研究等に見られるが、その理論的な体系化に隠しではアメリカで
は未発達な概念であり、その残余部分を検討することに本研究上の意義がある。
English F. The Curriculum Management Audit: Improving School Quality， The Scarecrow Press， Inc. 2000 
English F. & Larson R. Curriculum Management for Educational and Social Service 
Organization， Charles C.Thomas Publisher， 1996. 
また、臼米比較のカリキュラムマネジメント論の概念規定をしているのは以下の文献である。
中留武昭『学校経営の改革戦自伝一日米の比較経営文化論j玉JI大学出版部1999、p100。
告3) Skilbeck， M. School-Based Curriculum Development， Paul Chapman Publishing， 1984. 
附 Wade，R. C. ppI9-20. 
柱時 B巴ane，J.A.“AMiddle School Curriculum from Rhetoric to Reality，" National Middle School Association， 1990. 
告6) Jacobs， H. H.“Interdisciplinary Curriculum: Design and Implementation;' Association for Supervision and Curriculum Develop-
ment， 1989 
住1) Drake， S‘M.“Planning Integrated Curriculum the Call to Adventure，" pp.40δ1. 
同 SLにおける「協{効性J(Collaboration)研究は例えば以下のようなものがある。
Langten， S.， & Miller. F. Youth comm自nityS白-vice.Equity & Choice， 1988. 
Conrad， D.， & Hedin， D. Youth Service: A guid巴linefor developing and operating effective programs. Washington: DL. 1987. 
よって、本研究では、 SLにおける「協働性Jを「学校組織内部に関わる内的協働殺と、学校外組織との関係性に関
わる外的協{効性に分割できる。内的協働性とは、学校文化と関わって学校組織を構成する組織員(教総長)に共通する
価値観や協力体制のことである。また、外的協働性とは、学校外部組織と提携して人的・物的・財的に教育資源を活用
したり、当該組織を通して体外的にも貢献したりする栃互支援関係のことである。Jと定義する。
側本研究における SLのパートナーシップ (Partnership) とは、「学校組織と対外的なコミュニティ…のCAとの組織的
な協働段 (OrganizedCollaboration) を構築し、効来的な SLカリキユラム関発を推進することである。 CAと学校の協
働関係において、財的・物的・人的に提携をして学校組織の活性化ばかりでなく、学校と提携する外的組織も一定の目
擦達成がなされる建設的な関係性のこと」とする。とりわけ SLによる協働関係によって、「生徒の市民性を培い、コ
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ミュニティー改善の具体的方策となっていくこと」である。
{列えは?、 http://wwwpointsoflight.org/ http://www.peacecorps.gov/wws/service/を参照。
(時 Learn& Serve America. Essential Elem巴ntsof Service-Learning. 1999 
本研究は、以下に示した論文を修正した部分と、新たに書き加えた部分とで構成されている。
CD1f:で読論文
1. 2005年3月 倉本哲男サービス・ラーニング (Service同Learning)の授業構成因子に関する研究
ーリフレクション (Refl巴ction) との関係性に着包して一 「教育方法学研究j 第30巻
日本教育方法学会 pp.25-36. 
2. 2004年4月 念本哲男 米毘のサービス・ラーニングにおける市民教育論に関する研究~ Iアプライド・ラ一二ングj
および「人格教育」に関する実践分析を通して~ I公民教育研究j 第11号 日本公民教育学会 pp.1-15.
3. 2003年 5月 念本哲男 アメリカのカリキュラムマネジメントに関する研究~F.English のマネジメントサイクル論を
中心に~ I日本教育経営学会紀姿J 第45号 日本教育経営学会 pp.57-65.
4. 2002年10月 倉本哲男 サービス・ラーニングカリキュラム開発の潔論と実践の検討~西海岸のSLケースの量的・質
的分析を中心に~ Iアメリカ教育学会研究紀姿J 第13号 アメリカ教育学会 pp.12ω22.
5. 2002年3月 倉本智男 サービス・ラーニングにおける統合カリキュラムの検討ードレイクの統合カリキュラム論によ
る実践例の分析ー 「カリキュラム研究J 第11号 日本カリキュラム学会 pp.71-84.
6. 2004年3R 倉本努男 アメリカにおけるカリキュラムマネジメント論の研究~SL におけるカリキュラムリーダー
シップ論を中心に~ 九州大学院博一士課殺院長三論文書ミ「飛梅論集J ~.ill-35. 
(参考論文・専門学会誌ミ奪三豊中)
7.米国のサービス・ラーニングに関するカリキュラムマネジメントの一考察 ~学校とコミュニティーとの「協働性jを
中心に~ I日本教育経営学会紀姿j 日本教育経営学会
8.米閣のカリキユラムマネジメントの構造性に関する研究 ~サービス・ラーニングにおける学校改議論の視点から~
「カリキュラム研究j臼本カリキュラム学会
@その他の論文
1. 2005年4丹 念本哲男 「特別活動におけるカリキユラムマネジメントの研究 ~I運動会」を過した 5学校改警学
校づくり j の実践事例研究~J 九州大学・教育経営学研究紀要 第8号 pp.11四17.
2. 2004年4月 食本哲男 「サーピス・ラーニングにおけるカリキュラムの構成要素デベロプメント (Developme以)と
マネジメント (Management)の側面からj九州大学・教育経営学研究紀要 第7号 pp79-87. 
3. 2003年 1丹 念本哲男 カリキュラムマネジメント評価 (CurriculumManagement Audit)の研究ートータルクオリティー
マネジメント (TQM) との関係性に務自して一 教育経営学研究紀委 第6号 pp.57-65. 
4. 2002年4月 中潔武昭・念本哲男 学校と地域を結ぶカリキュラム開発の試行一米国のサービス・ラーニングに焦点を
あてて一 九州大学大学院人向環境学研究院大学院教育学研究紀姿 第47.)子 pp.1-35. 
5. 2001年6月 倉本営努 サーどス・ラーニングの学習過殺に関する一考察一日米の実践比較検討からの理論的示唆一
九州教育経営学会研究集録 第7号 pp.47-54.
6. 1998年7丹 念本哲男 米関のコミュニティーサーピス・ラーニングに関する一考察~その日擦論と方法論のー断頭~
九州教育学会研究紀要 第26巻 pp.69-76.
7. 1996年6月 倉本営男 問題解決学習の理論と実践に泌する一考察 I感性jからの価値観形成論を中心に… 九州教
育学会研究紀要第24巻 pp.157 -164. 
8. 1994年6月 倉本TZE号 ボストンにおける学校選択論の渓尚一「ベアリングjによるカリキュラム開発の経緯とその結
3誌を中心、に 九州教育学会研究紀要第22巻 pp.155ω162.
9. 1992年6丹 念本哲男 アメリカにおける「人稜統合Jのための教育的試策ーマグネットスクールの登場背景を中心に
一 九州教育学会研究紀婆第20巻 pp.71-78.
また、本研究の第4主主で分析した賛同紙(抜粋)例を参考までに挙げておく。
アメリカのカリキュラムマネジメントの研究(1)
サービス・ラ…ニング(Service-Leaming)の視点からー
Service同LeamingQuestionnair・e
You are 
①A principal 
②Subj巴ctteacher/Class room teacher 
@The curriculum coordinator for the school. 
@Thecむrriculumcoordinator for the school dist巾t.
⑤Other ( 
Pleas巴includethe following. (Your school and district name will not be used without your permission). 
State 
School 
School District 
争Service-LearningCurriculum Development 
Pl巴asechoose a number (4. strongly agree 3. ag陀巴 2. disagr芭巴 1. strongly disagre巴)
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1. Does your school service糊learninggo beyond the boundaries (interdisciplinary) of pre-established curricular ob-
jectives? 
(4. strongly agree 3. agre巴 2.disagree 1. strongly disagree) 
2. Does your school service陶learningproject connect student activities to a State Standard (fulfillment of a state or 
local standard.). 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly dis註gree)
3. Do you have some district missions/schooI goaIs such as for citizenship and character dev巴Iopmentas service司
Iearning goals? 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagr，巴 1. strongly disagree) 
4. Does your school service句learningprovide application of concepts， content， and skils from the academic disci-
plines and involve students in their own learning? 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagr巴巴)
5. Does your school service駒learninghave high expectations for student achievementワ
(4. strongly agree 3. agr巴巴 2. disagre巴 1. strongly disagre巴)
6. Does your school service同learningteach higher level thinking skiIls toproduce new meaning， understanding and 
solutions? 
(4. strongly agree 3. agree 2. disagree 1. strongly disagree) 
